


3.3 シミュレータによる解析

電磁界シミュレータ（MAGNA/TDM：㈱ＣＲＣソリュー

ションズ）を用いて，FDTD法により筐体開口部から放

射されるノイズの様子をシミュレーションした。解析

空間をX:1200mm,Y:700mm,Z:800mm，SUS304の物理定数

を導電率：1.39e+7，比誘電率：１，比透磁率：１とし

た[1]。メッシュは解析空間を20mm，筐体部分は10mm

（厚さ方向は0.4mm）とした。励振波形は帯域幅１GHz

のガウシアンパルスとした。

4. 結果および考察

4.1 筐体の接合部とノイズ

実験結果（水平）を図３に示す。筐体を被せただけ

ではノイズ低減効果があまり得られず，ネジ間隔120mm

で800MHzより上の部分でいくつかピークが見られる。

ネジ間隔60mmではノイズ低減効果が現れている。接合

部はネジできちんと締め付けないとノイズ低減効果が

十分に得られないことが分かった。ネジの締め方が筐

体接合部の間隙に影響していると考えられる。

図３ 接合部のネジの締め方とノイズ（水平）

4.2 筐体の開口部（スリット）とノイズ

図４～９に結果を示す。図４～７より，スリットが

大きくなるとノイズも大きくなる傾向にある。また，

ピークの位置にも違いが生じることが分かる。また，

図８～９からスリット位置によりノイズの出方に差が

あることが分かった。これらより，スリットの大きさ

やノイズ源とスリットの位置により，ノイズの出方に

影響があることが分かった。この結果は，シミュレー

タ解析による可視化でも確認でき、製品の設計におい

て，これらを考慮することでノイズの低減化を図るこ

とが可能であると考えられる。
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図４ スリットの大きさ（ヨコ）とノイズ（水平）

図５ スリットの大きさ（ヨコ）とノイズ（垂直）

図６ スリットの大きさ（タテ）とノイズ（水平）

図７ スリットの大きさ（タテ）とノイズ（垂直）
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図８ スリットの位置（ヨコ）とノイズ（水平）

図９ スリットの位置（ヨコ）とノイズ（垂直）

4.3 シミュレータによる解析

シミュレータは時間変化を追って可視化することが

でき，解析結果をアニメーションで見ることができる

ので，ノイズの伝搬の様子を把握において大いに役立

つツールである。解析の結果としてスリットＡの場合

を図10に示す。図10の上はＸＹ面（筐体を上から見た

状態），下はＸＺ面（筐体を脇から見た状態）で見た

ものである。スリットからノイズが漏れて，スリット

前面だけでなく，筐体の周りに巻き込んでいる様子が

分かる。図11は筐体内部の電界の様子である。様々な

モードで振動していることが分かる。スリットから放

射されるノイズの強度や周波数は，筐体やスリットで

大きく影響を受けると考えられる。
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図11 筐体内部の電界の様子

５．まとめ

筐体の接合部や開口部の形状とノイズの関係を，実

測とシミュレーションにより調べた。その結果，接合

部のネジ間隔が大きいとノイズも大きいことが分かっ

た。また，開口部の寸法はノイズの周波数と強度に影

響することが分かった。今後，これらの解析をさらに

進めいく予定である。
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